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研究成果の概要（和文）：本研究では，スマートフォンやタブレット端末を用いて小テストを実施し，動機づけや正答
率などに影響を与える出題形式や出題方法について，テスト接近・回避傾向を考慮しながら追究した．第一に，多肢選
択問題を出題し，両ディバイスの差異を分析した．第二に，多肢選択，穴埋め，多肢選択と穴埋めの混合の異なる出題
形式をタブレット端末で出題し，差異を分析した．第三に，スマートフォンによる小テストを全問表示群と一問一答群
に分け，比較分析した．結果，テスト接近・回避傾向や使用したモバイル端末に，ほとんど差異は認められず，多肢選
択と穴埋めの混合が意欲や知識定着の認識が高く，全問表示の正答率が高いことなどが示唆された．

研究成果の概要（英文）：In this study, quizzes were given to students using mobile devices such as smartph
ones and tablets. In Study 1, 20 multiple-choice questions were set, and the differences between smartphon
es and tablets were analyzed. In Study 2, different question styles, namely multiple choice, fill-in-the-b
lank, and a combination of both multiple choice and fill-in-the-blank, were set, with the students taking 
the test on tablets. The differences in question styles in terms of student motivation and the percentage 
of correct answers were thus analyzed. In study 3, for the question method for quizzes using smartphones, 
students were divided into two groups, with either all questions being displayed or a series of questions 
and answers. The results indicated minimal differences in test approach-avoidance tendencies and between m
obile devices for their percentage of correct answers and motivation for quizzes and so on.
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１．研究開始当初の背景 
  近年，大学における単位の実質化や授業改
善（FD）が求められ，一方，大学生の授業時
間外学習や学力の低下が指摘されている．そ
こで各大学では，授業設計の検討や大学生の
学びを促進させる手段が検討されている．高
等教育における授業の在り方の一つとして，
対面授業と e ラーニングシステムを融合させ
たブレンディッドラーニング（Blended 
Learning）の学習形態が普及している（宮地, 
2009）．この理由として，ブレンディッドラ
ーニングにおける e ラーニングシステムは，
学生に対面授業の補完的役割として有効で
あることが考えられる．一方，ブレンディッ
ドラーニングの課題として，授業が進むにつ
れてモチベーションが低下し，e ラーニング
システムを利用しなくなる学生が存在する
ことから，授業時間外にこれを利用させる方
略について検討することが挙げられていた
（安達 2007）． 
そこで研究代表者は，これまでブレンディ

ッドラーニング環境における e ラーニングシ
ステムに課題の成績や教員のコメントを逐
次確認できるフィードバック機能を構築し，
この利用について学習者の動機づけと自己
調整学習（Zimmerman 1998）に着目しなが
ら分析してきた．その結果，学習者はフィー
ドバック機能を授業時間外に利用するよう
になり，それが自己調整学習や自己効力感，
学業成績に影響を与えることを明らかにし
た（北澤ほか 2010）．しかし，我が国の大学
生の授業時間外学習や学力の低下が問題視
されていることからも，例えば，成績下位者
や動機づけが低い学生に対して，効果的な学
力向上の方略を検討することが，依然，求め
られている．更に，教員の採点負担を軽減す
るために，自動的に課題の採点結果やコメン
トが表示されるようなフィードバック機能
を検討することが，ブレンディッドラーニン
グに関する先行研究の課題として挙げられ
ている． 
ここで効果的な学力向上の方略について

述べると，一方，知識定着の一手法として，
効果的なテストの実施が考えられる（Bloom 
1971）．しかし，テストの実施目的・役割に
対する学習者の認識である「テスト観」が学
習行動に影響を及ぼすことから，学習者のテ
スト接近・回避傾向に着目したテストの実施
が重要である（鈴木 2011）．そのため，これ
らのテスト観を考慮した継続的なテスト課
題の実施により，学習者の知識定着が期待で
きる．次に，自動採点フィードバック機能の
構築について述べると，昨今の大学生の携帯
電話所持率は 9 割以上であり（渡邊ほか 
2008），携帯端末による Web 利用は生活に密
着していると考えられることから，ブレンデ
ィッドラーニング環境の e ラーニングシステ
ムと携帯端末を利用した学習（m ラーニン
グ）を連携させることが重要と考える．これ
により，従来から利用されている e ラーニン

グシステムのフィードバック機能を汎用で
きるという利便性のみならず，大学生が日常
の中で携帯端末を用いたテスト課題に取り
組めるようになり，授業時間外学習や学力の
向上が期待できる． 
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２．研究の目的 
(1) 以上の背景を踏まえ，本研究ではブレン
ディッドラーニング環境における e ラーニン
グシステムにテスト課題を携帯端末に配信
し，その結果を瞬時に確認できる自動採点フ
ィードバック機能を備えた m ラーニングシ
ステムを開発する．これを用いた実践を評価
し，以下を明らかにする． 
 
(2) ブレンディッドラーニング環境の e ラー
ニングシステムに，テスト課題を携帯端末に
定期的に配信し，その結果を瞬時に確認でき
る自動採点フィードバック機能を実装した
m ラーニングシステムを開発する．テストは
テスト接近・回避傾向に影響するため，テス
ト接近・回避傾向尺度（鈴木 2011）を用い
た評価を行いながら，テスト課題の指導法や
その内容，それを配信するタイミング，テス
ト課題と学業成績の関連性など，対面授業を
意識したテスト課題の効果的な位置づけに
ついて明らかにする． 
 
(3) これまでの先行研究から，動機づけ，自



己調整学習，自己効力感が学業成績などの学
力に影響を与えることが明らかになってい
る（北澤ほか 2010）．したがって，本研究に
おいてもこれらの因子に着目し，携帯端末に
よるテスト課題の取組みとの因果関係につ
いて明らかにする． 
 
(4) 近年，大学における単位の実質化や授業
改善（FD）が求められていることから，携帯
端末によるテスト課題の取組みが授業満足
度や教員に対する評価などの授業評価に与
える影響を分析し，本研究が授業改善（FD）
の観点からどのような効果が存在するか，明
らかにする． 
 
(5) 上記(2)～(4)から，ブレンディッドラーニ
ングの新たな教育的効果と教育手法の提言
を行う． 
 
３．研究の方法 
(1) 本研究の導入として，国内外で実施され
たブレンディッドラーニングの実践，および，
m ラーニングなどで開発された携帯端末を
対象とした自動採点フィードバック機能に
ついての先行研究を調査し，整理する． 
 
(2) 先行研究を基に，ブレンディッドラーニ
ング環境における自動採点フィードバック
機能を実装した m ラーニングシステムの開
発を行う．具体的には，a)定期的にテスト課
題を自動配信できる，b)解答を瞬時に採点す
る，c)携帯端末等で瞬時に結果のフィードバ
ックが行える，d)携帯端末等で結果の履歴を
確認できる機能を実装する． 
 
(3) 上記(2)で開発したシステムを運用しなが
ら評価を行う．テスト接近・回避傾向尺度（鈴
木 2011）を用いた評価を行いながら学生の
テスト観を把握し，テスト課題の指導法やそ
の内容，それを配信するタイミング，テスト
課題と学業成績の関連性などを追究し，対面
授業を意識したテスト課題の効果的な位置
づけについて明らかにする． 
 
(4) ブレンディッドラーニングの実践に際し，
事前と事後に動機づけ，自己調整学習，自己
効力感の調査を行う．これらの調査結果は事
前事後で分析し，ブレンディッドラーニング
環境に自動採点フィードバック機能を実装
した m ラーニングシステムとの関連につい
て考察する． 
 
(5) 学生のテスト観をテスト接近・回避傾向
尺度を用いて調査する．更に，開発したシス
テムの利用状況，テスト課題の成績について，
継続的に調査分析を行う． 
 
(6) 本研究で開発したmラーニングシステム
とブレンディッドラーニングの実践に関し
て，上記の調査結果で得られた知見をまとめ

る．さらに，今後，大学で実施されうるブレ
ンディッドラーニングの方略について，対面
授業の形態とeラーニングシステムとmラー
ニングシステムを融合させた在り方につい
て，提言としてまとめる．この知見，提言を，
国内外の学会や研究論文等で報告する． 
 
４．研究成果 
(1) 多肢選択問題（20 問）を出題し，正答率
や取り組むのに最適な問題数などについて，
スマートフォンとタブレット端末の差異を
分析した．スマートフォン群のテスト接近・
回避傾向は，「高高」が 5 名，「高低」が 1 名，
「低高」が 3 名，「低低」が 2 名であり，タ
ブレット端末群のテスト接近・回避傾向は，
「高高」が 2 名，「高低」が 3 名，「低高」が
3 名，「低低」が 2 名であった．多肢選択問題
の小テストをどちらの端末で実施しても，知
識定着に差異はない可能性が示唆された．ま
た，スマートフォンとタブレット端末のどち
らのモバイル端末においてもテストに対す
る意欲が高くなる可能性が示唆された．しか
しながら，タブレット端末群の方がスマート
フォン群よりも，問題数が多いと認識する傾
向であることが分かった．最適な問題数を問
うた結果，スマートフォン群が 13.6 問，タブ
レット端末群が 18.3 問であり，両群の平均値
を考えると 15 問程度の出題が最適である可
能性が示唆された． 
 
(2) 多肢選択，穴埋め，多肢選択と穴埋めの
混合の異なる出題形式をタブレット端末で
出題し，動機づけや正答率などの差異を分析
した．欠損値の回答を含む 2 名を除いた 58
名を対象とした．多肢選択，穴埋め，多肢選
択と穴埋めの混合の異なる出題形式を各 10
問，タブレット端末で実施した結果，テスト
接近・回避傾向に関わらず穴埋めが他の出題
形式よりも正答率が低いことが示唆された
が，「多肢選択」と「穴埋め」の出題形式と，
テスト接近・回避傾向の「低低」と「高低」
に交互作用が認められた．さらに，「多肢選
択」は他の出題形式に比べて，小テストに対
する意欲が高いと認識される傾向にあるが，
テスト負荷と自己効力感が低く認識される
傾向であることが分かった．「穴埋め」の出
題形式はテスト負荷と自己効力感が高いと
認識される傾向であるが，テストに対する意
欲が低く認識される傾向であり，正答率もま
た他の出題形式よりも低い結果であった．一
方，「多肢選択・穴埋めの混合」は，テスト
負荷が高いという認識は乏しく，テストに対
する意欲は「穴埋め」よりも意欲的に問題に
取り組むという認識がなされていたため，3
つの出題形式の中では，より知識定着が期待
できる可能性が示唆された． 
 
(3) スマートフォンによる小テストの出題方
法を「全問表示」群と「一問一答」群に分け，
動機づけや正答率などについて比較分析し



た．結果，全問表示群の正答率が一問一答群
よりも有意に高かったため，全問表示群は，
前の問題や後の問題の解答を意識しながら
解答していた可能性が示唆された．解答時間
の差異は認められなかった．また，一問一答
群は一問一答の出題方法の方が，負担が少な
く取り組みやすいと認識し，かつ，全問表示
であると意欲的に取り組まないと認識して
いた．特にテスト接近・回避傾向が「高低」
の者にその傾向が強く現れていた．一方，全
問表示群は，全問表示の出題方法の方が，学
習したことを理解し，他者に説明できるとい
う自己効力感が高いという認識であること
が示唆された． 
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